大連大学第四回「中日韓日本言語文化研究国際フォーラム」
発表リスト
基調講演(一)：１０月２３日（土）９：００～１１：３０（大連大学創想賓館国際会議ホール）
講演者：中国日本語教学研究会会長　修　　剛先生　　「　未定　」
講演者：日本国京都外国語大学教授　土岐　哲先生

「日本語音声コーパスに見られる非母語話者と母語話者の共通点と相違点」　　　　　

講演者：韓国新羅大学教授　　　　　崔　光準先生

　　　「韓国のe-Learning日本語教育の現状」　　　　　　　
講演者：中国日本語教学研究会名誉会長　宿　久高先生

「和歌の名詞止めと余情」

講演者：台湾日本語教育学会理事長　于　乃明先生

「台湾における日本研究の現状と発展」
基調講演(二)：１０月２３日（土）１３：００～１５：３０（大連大学創想賓館国際会議ホール）
講演者：日本国名古屋大学教授　　　　玉岡　賀津雄先生

　　　「中国語を母語とする日本語学習者の文処理のメカニズム」

講演者：日本国広島女子文教大学前学長 横山　邦治先生

「読本探索の旅」

講演者：日本国文学研究資料館教授　　大高　洋司先生

　　　「曲亭馬琴と『武王軍談』」」

講演者：日本国筑波大学教授　　　　　沼田　善子先生

    　「とりたて詞の作用域をめぐって」

講演者：日本国早稲田大学教授　　　　小林　ミナ先生

    　「日本語教育と対照研究」

特別講演：

１０月２４日（日）９：００～１１：３０（創想賓館国際会議ホール）

講演者：小島　康誉先生（佛教大学ニヤ遺跡学術研究機構代表・新疆人民政府顧問）

「国際貢献２９年、言葉の壁を乗り越えて」

陳　岩　　先生（大連日本語教学研究分会会長・大連外大教授）
「ビジネス日本語教育指導理論、教材の作成方針、内容の特徴」
　石田　浩二先生（九州大学システムＬＳＩ研究センター客員准教授）

　「総合大学がリードする文理融合型次世代商品事業開発〜社会基盤研究から半導体技術開発へ九州大学の事例〜」

パネルディスカッションⅠ：「大学院における言語・文化教育の新展開」

時間：１０月２４日（日）８：１０～９：５０　場所：日本言語文化学院同時通訳ホール

司会：玉岡　賀津雄先生（名古屋大学）　
パネリスト：

杉村　泰（名古屋大学大学院国際言語文化研究科・准教授）：「日本語複合動詞のV1＋V2結合」

稲垣俊史（名古屋大学大学院国際言語文化研究科・准教授）：「第二言語習得研究とは何か　－タメニとヨウニの習得を例にとって－」

鷲見幸美（名古屋大学大学院国際言語文化研究科・准教授）：「言語研究としての類義語分析と日本語教育への応用」

エドワード・ヘイグ（名古屋大学大学院国際言語文化研究科・准教授）：「Some Dramatic Ideas for Learning a Foreign Language」（外国語教育における演劇の活用について）

丸尾　誠（名古屋大学大学院国際言語文化研究科・准教授）：「中国語の方向補語をめぐる問題　－日本語との対照から－」

星野 幸代（名古屋大学大学院国際言語文化研究科・准教授）：「是枝裕和監督『歩いても　歩いても』‘08にみる日本の「家族」：ジェンダー論講座の授業より」

パネルディスカッションⅡ：「e-Learning日本語学習メディアについて」

時間：１０月２４日（日）１０：００～１１：４０

場所：日本言語文化学院同時通訳ホール

司会：崔　光準先生（新羅大学）
パネリスト：

高綱博文（日本大学通信教育研究所長）、近藤健史（日本大学通信教育部）、保坂敏子（日本大学総合科
学研究所）、崔光準（韓国新羅大学教授・東アジア日本語教育・日本文化研究国際学会副会長）

正田英樹（九州工業大学客員教授）

分科会１＜日本語学＞

（一）時間：２０１０年１０月２３日(土)午後１５：３０～１６：３０
会場：創想賓館第二会議室

座長：李国勝先生　林忠鵬先生　　中道真木男先生
田川拓海／沼田善子（筑波大学）：「とりたて詞と否定のスコープ関係に対する統語論的アプローチ」（田川拓海・森芳樹・沼田善子）

友定　賢治（県立広島大学）：広島の「じゃ」は、なぜ変化しないか。
高橋弥守彦（大東文化大学）：日中対照関係からみる名詞述語文の文成分分析

全昌煥（瀋陽航空航天大学外国語学院日本語学部）：『韻鏡』の内外転について

(二)時間：２０１０年１０月２４日(日)午後１３：００～１７：１５
会場：新文科楼１０１室　　
座長：全　昌焕先生　杉村　泰先生  鷲見　幸美先生
張北林（大連理工大学）：「国会会議録検索システム」における敬語の通時的研究

李光赫（大連理工大学）：「日本語の条件文における期待性と必須条件」

時春慧（大連理工大学ソフトウエア学院）：「日本語と中国語における｢上｣について」

曹春玲（海南師範大学）：日本語教育における日中敬語の特徴の比較

李東哲（延辺大学日本学研究所）：認知言語学の視点から見た中日韓事物命名に関する一考察

呂衛清（華中師範大学）：語義拡張における比喩

王冲/林小愔（大連理工大学外国語学院）：中国人日本語学習者の中日同形のサ変動詞の使用実態

孫　成志（大連理工大学）：タイ構文における「～ガ／～ヲ」のゆれ及びその教育的選択（论文第二作者林楽青）

曲鳳鳴（大連海洋大学外国語学院日本語学部）：「何（だ）」の品詞分類及び中国語の意味――非主述構成を中心に――

黄桂峰（大連海洋大学）：談話における「（それ）では／（それ）じゃ」の発話機能
権海順（瀋陽航空航天大学外国語学院日本語学部）：音節数とアクセント型との関係
張岩（大連東軟情報学院）：「身隠れ助詞」とその使用実態について――生成文法の格理論を中心に

呂 雷寧（南山大学）：日本語における無意志自動詞と可能の形式との共起条件

孫　　楊（揚州大学）：謙譲語「お～する」の尊敬用法について

範　琳琳（洛陽外国語学院）：認知言語学の視点から見た「目」の意味拡張――目を含む慣用句を中心に

南暁霞　李篠平　孟慶栄（大連理工大学）：「テクレル」と「给」の対照関係に関する一考察－実質動詞の比較を中心に－
分科会２　＜日本語教育＞
（一）時間：２０１０年１０月２３日(土) １５：３０～１６：３０
会場：創想賓館第三会議室
座長：羅　国忠先生　劉　金挙先生　保坂　敏子先生
郭鴻雁（青島大学）：教育概念のとらえ方
酒井順一郎（東北師範大学中国赴日本国留学生予備学校）：嘉納治五郎生誕150周年を迎えて‐宏文学院に於ける日本語教育から見た中国人日本留学生教育‐

孟慶栄（大連理工大学外国語学院）：「大学における日本語のディベート授業～学習者の論理的表現力の育成を目指して～」
黄文瀾（大連理工大学外国語学院）：日本語語彙習得のストラテジー―中国人学習者を中心に
(二)時間：２０１０年１０月２４日(日)１３：００～１７：１５
会場：新文科楼１０２室
座長：李　東哲先生　郭　鴻雁先生　 友定　賢治先生
香月真由美（大連理工大学外国語学院）：ピアレスポンスの手法を用いたスピーチ授業
劉玉琴（大連理工大学ソフトウエア学院）：日本語作文の添削を支援するシステムの開発及び応用

章羽紅（中南民族大学外国語学部日本語科）：日本語上級者が社会的試験に参加する実態調査

林　楽青（大連理工大学外国語学院）：社会における日本語人材の需要―日系企業の日本語人材ニーズを中心に－

孫　蓮花（大連理工大学外国語学院）：日本語教材における文法説明についてー「～たら」を例にして（論文第二作者林楽青）

聞　芸（大連理工大学外国語学院）：学習ストラテジー能力の育成について

呉世蘭（大連理工大学外国語学院）：日本語学習者の日本語学習動機について—理工系大学と文系大学の比較

崔松子（大連海洋大学）：初級レベルの中国人日本語学習者の日本語学習に見られる誤用

王勝波（大連海洋大学）：日本語教育における漢語サ変動詞の自他について

宇聡（大連東軟情報学院）：大学日本語教育における授業内、外の教学一体化の考察-大学四年生の日本語学習者を対象として

文鐘蓮（瀋陽航空航天大学外国語学院）：日本語学習者における言語行動の問題点

劉志栄（大連海事大学外国語学院日本語学部）：日系企業への就職を目指す学生のための日本語教育

楊晶晶（西安外国語大学東方語言文化学院）：初級日本語学習者による会話形式の宿題から見るあいづちの使用--「そうですか」「そうですね」を中心にー

祝利（日本九州大学大学院比較社会文化学府）：「満州国」政府語学検定試験についての一考察

翁露霞（大連理工大学外国語学院）：中国大学生日本語学習者「テイル」「テイタ」の習得について-- 中上レベルの学習者を対象に

申琳（大連理工大学）：連帯修飾節につくガとノの使用実態―日本人と中国人学習者の比較を中心にー

王琰（広東外語外貿大学）／韓氷（大連大学）：日系中小企業のニーズから見るビジネス日本語教育

李篠平　南暁霞　孟慶栄（大連理工大学）：企業における大学生のインターンシップ基地の構築についての一考察　日本語専攻の大学生を中心に
分科会３＜日本文学＞
（一）時間：２０１０年１０月２３日(土)１５：３０～１６：３０
会場：創想賓館第四会議室

座長：周　異夫先生　肖　書文先生　　椎葉　富美先生

劉金挙（広東外語外貿大学日本語学部）：近代文学の発生に与える医学の影響

劉　麗芸（常州大学外国語学院日本語学部）：中日女性の地位変化の利害を天平にかけて
肖書文（華中科技大学外国語学院日本語学部）：佐藤信夫レトリックの日本特色

(二)時間：２０１０年１０月２４日(日)１３：００～１７：１５
会場：新文科楼１０５室
座長：趙　平先生　劉　麗芸先生　近藤　健史先生
孔　月（大連理工大学外国語学院）：芥川龍之介「馬の脚」「奇怪な再会」の方法―<動物>の役割をめぐって

李捷（大連理工大学外国語学院日本語学部）：太宰治の戦後家庭小説論――女性像を中心に

張　彤（大連交通大学信息工程学院）：夏目漱石『道草』と森鴎外『半日』における夫婦像：主張する妻（文学）

張紅艶（大連海洋大学）：『ノルウェーの森』に反映された現代人内部思想の実相

張暁寧（遼寧師範大学外国語学院）：文学と楽しい人生ーー中国の大学における日本文学教育の検討
王天慧（大連海事大学）：横光利一研究在中国

海村　佳惟（大連外国語学院ソフトウェア学院）：『1Q84』BOOK1における青豆の研究について

申福貞（熊本大学社会文化科学研究科）：中村地平「旅さきにて」論ー「内地」と「外地」の風景の変容を視座として

楊　紅（大連大学）：

楊　華（大連大学）：

分科会４＜日本文化＞
（一）時間：２０１０年１０月２３日(土)１５：３０～１６：３０
会場：創想賓館第五会議室

座長：馮　峰先生　韋　立新先生　稲垣　俊史先生
李鋒伝（東北財経大学国際商務外国語学院　商務日本語科）：中国における日系企業の文化  ——人材管理文化を中心に

盧　濤（広島大学大学院社会科学研究科）：「日本人学生の他者との関わり方—親、先生、友達—」
(二)時間：２０１０年１０月２４日(日)１３：００～１７：１５
会場：新文科楼１０６室

座長：呉　宏先生　盧　濤先生　星野 幸代先生
黄　鶯（大連交通大学外国語学院）：「卡拉OK」の由来について

王　莹（江蘇大学外国語学院日語系）：关于日本婆媳题材影视作品中的文化底蕴之研究
斉小寧（大連海洋大学）：中日における天狗の変容

胡立琴（大連海洋大学）：お土産贈答に見られる日本人の習俗

徐金鳳（瀋陽航空航天大学外国語学院）：九鬼周造与冈仓天心的日本文化论比较
王　　倩（電子科技大学外国語学院）：学生主体の「日本伝統文化」――論理的思考力の向上を目指して

王閏梅（名古屋大学大学院国際言語文化研究科）：戊戌変法前後における康・梁の儒教イデオロギー操作——康有為・梁啓超の教学方針をめぐって——
劉　葉立（洛陽外国語学院）：「日本の非婚社会」

劉暁航（東軟情報学院）：日本語の色彩語
分科会５＜翻訳・通訳及びコミュニケーション＞

（一）時間：２０１０年１０月２３日(土)１５：３０～１６：３０

会場：創想賓館国際会議ホール
座長：陳　岩先生　酒井順一郎先生　長野　秀樹先生

范苓（遼寧師範大学外国語学院）：清末における押川春浪の翻訳

周栄（江蘇大学外国語学院日語系）：日汉复句陈述方式的比较
唐暁煜（大連理工大学外国語学院）：擬声語・擬態語の翻訳に関する一考察

(二)時間：２０１０年１０月２４日(日)１３：００～１７：１５
会場：新文科楼２０１室

座長：范　苓先生　斯琴高娃先生　高橋　弥守彦先生
王玉明（大連理工大学）：中国人学習者と日本語母語話者の不一致への応答に関する一考察

楊瑞娜（大連海洋大学）：中国唐代伝奇小説『杜子春伝』と芥川の『杜子春』の比較研究―主として芥川の原話利用の翻案技巧の多様性について―

趙度一（大連海洋大学）：中日における非言語伝達の比較――身体伝達を中心に

佟玲（大連東軟情報学院日本語学部）：日本語の擬音語・擬態語の中国訳についてー「中日対訳コーパス」に基づく

李雄傑（延辺大学外国語学院日語系）：情報化時代における中日若者の「恥意識」

徐瑛（延辺大学）：「死」に関する日中韓の忌み言葉の認知言語学的アプローチ

孫雪梅（延辺大学）：中日韓三ヶ国語の視覚動詞の意味拡張について

楊金燕（洛陽外国語学院）：中日汉语拟声词对比研究
鄭　佩琪（大連理工大学外国語学院）：使役表现的中日比较研究
付　爽（大連理工大学）：日中翻訳実習データから見る日本語学習者の誤訳傾向－中国大学生上級日本語学習者を対象に－

关于第四届中日韩国际研讨会论文提交的注意事项
1、 本次研讨会大会发表者请将论文复印20份在报到时交给大会接待组。

2、 本次研讨会论文集将使用日文出版，因此敬请使用日语写作论文，恕不受理中文形式的论文。如您在此之前提交的是中文题目，敬请改译成日文发表，并将日文最终稿在11月30日之前提交我院为盼，逾期不受理。

3、 为了保证本次研讨会的论文集质量，请在大会发表后，于11月30前提交论文最终稿。提交之前请认真检查校对，为确保没有语法及写作上的错误，最好请外教协助复核为盼。

4、 论文最终稿请在2010年11月30日之前以电子版的形式提交我院，请提交到我院研讨会专用邮箱dldxry@163.com，逾期不受理。

5、 论文将由我院组织专家最后汇总审核，如出现语法错误过多、或者内容条理不清等论文质量问题，将不收入论文集。

6、 由于本次与会人数较多，因此所发表论文内容不宜过长，以确保所有通过审核的论文都能顺利收入到本次研讨会论文集中。

                                    大连大学日本语言文化学院

                                     2010年10月9日
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